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        言葉は心を切ることもある 
校長 山﨑 高志 

先日の合同運動会では、たくさんのご声援をいただき、ありがとうございました。全力でやれば、汗

が出て、「こうしよう」という知恵が出ます。中途半端にやると、相手に文句を言ったり、愚痴が出たり

します。いい加減だと誰かのせいにしたり、言い訳が出たりします。本村小の子供たちは全力で演技

や競技に取り組むとともに、仲間を精一杯に応援していました。ただし、先月号で書いたように全力で

取り組む姿勢、仲間を応援する姿勢が運動会当日だけでは意味がありません。ぜひともこの姿勢が

日常生活にみられるように引き続き指導していきます。 

さて、6 月はふれあい月間です。相手にやさしい気持ちで接することを意識する月です。私が読ん

だある本に次のような内容のことが書かれてありました。 

― この頃、言いたいことを抑制なしに何でも言い、やりたいことを抑制なしに何でもやる子供が増

えた。そうした子は、集団の中でも「家と同じように」、他の人への配慮のない言動を繰り返し、他人を

嫌な気持ちにさせる。気持ちにはいつも「自分」だけがいて他人が不在なので、言いたくなったら何で

も言うし、やりたくなったら、何でもやり、トラブルを起こす。特に「言動」のうち、「言」は、簡単に無制限

に実行できるものだけに、その配慮のないことの弊害は大きい。 － 

この本を読んで、ふれあい月間では「言語環境を整える」ことにまず取り組む必要があると感じまし

た。最近の子供は他の人が発する言葉には敏感ですが、自分が発する言葉には鈍感なところが見ら

れます。そのため、学校でも言葉を発した本人が意識しないうちに相手を「いつの間にか」傷つけてし

まっていたということがよくあります。 

言葉というのはナイフと同じです。ナイフは誰もがものを切る道具だとわかっているので、慎重に扱

います。だから、肉を無意識に切るということはありません。しかし、言葉は慎重に使わず、無意識で

相手の心を切って傷つけてしまうことがあります。言葉は便利であると同時に怖いものだという自覚

が大切になります。「ナイフは肉を切り、言葉は心を切る」だからこそ、言葉を発する前に少しだけ「大

丈夫かな」と考えられる子供に育てていきたいと考えています。ただそれには、学校だけの取組では

限界があります。ぜひ、ご家庭でも日常的にお子さんに使う言葉を意識させるようにご協力をお願い

いたします。 

本村だより 
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「笑顔でがんばった運動会」 

１年生担任  

  合同運動会では、暑い中、たくさんの保護者の皆様にご声援をいただきありがとうございました。 

  子供たちは、「心をひとつに 力を合わせて あきらめないで がんばろう！」のスローガンのもと、一生懸命に

練習を重ねてきました。 

  特に、表現「ミックスカラー」では、本村幼稚園の園児の皆さんと合同での表現運動に挑戦しました。 

お手本の動きに合わせて大きく手を動かしたり、リズムに合わせてステップを踏んだりしながら楽しく練習に

取り組み、上手に踊れるようになっていきました。 

子供たちは上達していく中で、休み時間に、「幼稚園のみんなにダンスを教えてあげたい。」と、すすんで教え

てあげる姿がたくさん見られ、大きな成長を感じることができました。子供たちは、１・２年生だけではなく、幼稚

園の皆さんとの関わりの中で、みんなで協力してつくりあげる達成感を味わうことができたと思います。 

運動会を通して、学んだことを今後の生活に生かしながら、一人では味わうことのできない、みんなで力を合

わせていくことの大切さや楽しさを感じながら成長できるように引き続き指導していきます。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かかわる力」 

4年生担任  

合同運動会をご参観いただきありがとうございました。 今年度の運動会は、「心をひとつに 力を合わせて あ

きらめないで がんばろう！」というスローガンのもと、３年生・４年生が練習を重ねて、合同運動会本番を迎えま

した。短距離走、表現に加え団体競技も行いました。 

表現の「HOMMURA ソーラン」では、学年に関係なく練習の段階から互いの動きを見合い、アドバイスをし

たり、ポイントを教え合ったりしながら取り組みました。練習後の振り返りカードには、見合った児童の動きの良さ

や、教え合いの中でできるようになったことがたくさん書かれていました。練習の中で積極的に関わり、互いを高

めていくことができたと感じています。 

団体競技の「助け合い つな引き」では、３年生は４年生を、４年生 

は３年生を助けに行くという役割がありました。互いに声を掛け合い、 

自然と相手を応援していました。気持ちを一つに、全力で取り組む姿 

が多く見られました。 

今回の合同運動会を通して、本番だけでは得ることのできないことが多くあったように思います。練習のときか

ら学年は関係なく、積極的に関わってきたことで「互いを思いやる心」「互いに高め合う力」が育ちました。運動

会を通して付けた多くの力をこれからの日常生活に生かし、さらに成長してくれることを期待しています。 

 

 

令和５年度 合同運動会 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「心をひとつに取り組みました」 

５年生担任  

   

 合同運動会では、ご参観いただきありがとうございました。５年生は高学年として、初めての運動会。６年生は

小学校で最後の運動会となりました。短距離走、表現に加え今年度は４年ぶりの騎馬戦を行いました。さらに

運動会係児童にも取り組み、当日まで学校のために率先して行動しました。 

限られた時間の中で、それぞれの学年が大いに活躍した運動会となりました。特に表現運動では、組体操に

も挑戦し、５年生は最高学年の６年生の姿に刺激を受けながら練習を進め、６年生は最高学年として下級生に

手本を見せるなど、それぞれの力を伸ばす機会を得ることができました。 

 今後も合同運動会で得た協力の姿勢を大切に指導していきます。 

 

 

 

「特別支援学級合同遠足」 

若竹学級２組担任 畑 宏樹 

 

５月１９日(金)に特別支援学級合同遠足で砧公園に行きました。港区の特別支援学級では、合同で遠足、

移動教室、運動会を行っています。今回の遠足では、ほかの学級の友達と仲良くなることをめあてにして取り

組みました。当日は途中から天候が崩れ、早めの帰校となりましたが、たくさんの友達と一緒に遊んだことやお

弁当を食べたこと等、思い出いっぱいの遠足となりました。 

 

 

 



  

日 曜日 行事予定 

1 木 安全点検 安全指導 体力調査始 なかよし班① 

2 金 朝読書 委員会③ 歯科健診（４、５、６年） 

3 土  

4 日  

5 月 
全校朝会 若竹学級４時間授業  

脊柱側弯症健診（５年） 

6 火 朝読書 体力一斉調査  

７ 水 特別時程（５時間）区の教育研究会のため 

8 木 
音楽朝会 高陵アカデミー子供サミット（６年代表） 

体力一斉調査予備日 

9 金 
給食委員会集会 体力調査終 クラブ 

移動教室保護者会（６年） 学校公開（５時間目まで） 

10 土 ４５分授業 学校公開第２日目 道徳授業地区公開 

11 日  

12 月 全校朝会  

13 火 ユニセフ集会 

14 水 特別時程 6時間授業 ユニセフ募金始 

15 木 朝読書  

16 金 
全校読み聞かせ ユニセフ募金終 

４時間授業（アカデミー研究授業のため） 

17 土  

18 日  

19 月 全校朝会 水泳指導始 

20 火 
児童集会 心の劇場（６年） 

特別支援学級合同移動教室前健診(４・５・６年生) 

21 水 特別時程（６時間） 特別支援学級合同移動教室始 

22 木 体育朝会  

23 金 

朝読書 幼稚園との交流活動（４年） 

学力向上を図るための調査（４年） 

特別支援学級合同移動教室終 

体力調査終 WebQU 

24 土  

25 日  

26 月 全校朝会 

27 火 
朝読書（１，２年生のみ読み聞かせ） 

夏季学園説明会（５年） 

28 水 特別時程（６時間）  

29 木 生活委員会集会 

30 金 音楽朝会 ロング昼休み 避難訓練（集団下校６校時） 

下校時刻のお知らせ  

通常時程 ４時間授業 １３：０５下校予定 

（４５分）５時間授業 １４：３０下校予定 

６時間授業 １５：２０下校予定   

      委員会・クラブ  １５：１５下校予定 

特別時程 ５時間授業 １３：１５下校予定 

（４０分）６時間授業 １４：１０下校予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の生活指導 
生活指導委員会 

 

  

 

 

努力目標は、以下の４点です。 

① ８時 25 分までに教室に入り、着席しよう

② 朝会・集会に、時間通りに集まろう 

③ チャイムが鳴ったら、教室に素早く戻ろう 

④ 廊下や階段で遊ばないようにしよう 

 「時間を守る」は、自分の生活にけじめをつ

け、充実した毎日を送れるようにするために設

定された目標です。時間を守り、一日一日を大

切に過ごすことは、自分を大切にすることにつ

ながります。また、きまりを守る心を育てる第

一歩であり、自立心が育ちます。 

 朝会・集会は８時 30 分開始、特別時程の授

業は８時 35 分開始です。朝の支度をして余裕

をもって活動するために、8 時 15 分の登校が

望ましいと子供たちに伝えています。  

 

 
今月の生活目標 

時間を守って生活しよう 
 

道徳授業地区公開講座 

                   道徳教育担当 

 東京都では、学校と家庭、地域社会が連携して子

供たちの豊かな心を育むとともに、小・ 中学校に

おける道徳教育の充実を図ることを目的として、

「道徳授業地区公開講座」を実施しています。 「特

別な教科 道徳」として答えが一つではない課題に

対して子供たちが道徳的に向き合い、考え、議論す

る学習活動となっています。 

本校では、６月１0日（土）に、学校公開・道徳授

業地区公開講座を開催し、保護者へ公開いたしま

す。２時間目に道徳の公開授業、３，４時間目に地区

公開講座を開催いたします。本年度の地区公開講座

は、現 シアトルマリナーズ 特任コーチ 岩隈久志さ

んを講師にお招きし、３時間目に児童対象の全体授

業を、４時間目に保護者対象の講座を開催いたしま

す。ご多用とは思いますが、公開授業及び公開講座

にお越しいただけると幸いです。 


